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医療を支える環境づくり特別委員会

（平成２１年度）

医療を支える環境づくり特別委員会調査研究報告書

広島県地域保健対策協議会 医療を支える環境づくり特別委員会

委 員 長　田妻　　進

Ⅰ．　は　じ　め　に

　地域医療の確保は安心な社会環境の根幹である。
その医療環境は構造的にも実質的にもメディアで報
道されている以上に深刻な様相を呈している。該当
する診療分野は幅広く要因も複合的であるが、医療
を受ける側（受療者）と、医療を提供する側（医療
者）が実状に関して認識を共有することが肝要であ
る。本委員会では、医療者・受療者双方の立場から、
①地域医療（特に救急医療、小児救急医療、中山間
地域医療）の現場がかかえる問題点の検証、②医療
体制の維持・確保に向けた取り組みの提案を募り、
それらをもとに協議を重ねたうえで、地域医療を支
える環境づくりに向けた実効性のある啓発活動を企
画・実践することを目指した。

Ⅱ．　委員会構成と開催次第

　委員の構成として、広島大学病院、広島県、広島
市、尾道市，庄原市，広島県医師会、広島市医師
会、広島市立病院、県立広島病院、安芸太田病院、
国立病院機構など幅広い領域関係者に加えて、市民
代表として子育てにやさしい広島推進協議会にも参
画いただいて、平成22年2月26日に委員会を開催
した。議題として以下に示す内容を順次検討し、地
域医療を支える環境づくりに向けた事業を企画・立
案した。
（１） 平成２０年度「救急車利用実態調査結果報告」
（２） 平成２０年度「救急車・救急医療の適正利用啓

発キャンペーン」の検証
（３） 平成２１年度一般市民向けの講演会の開催・地

域医療と健康を支える環境づくり事業
（４） 平成２２年度事業の検討

Ⅲ．　平成２０年度医療環境整備専門委員会 
報告と啓発活動の検証　　　　

　（１）救急医療体制の現状と問題点
　　　～平成20年度「救急車利用実態調査結果報

告」から～
　広島市消防局は救急医療のコンビニ的利用に対す
る具体的対応策を検討するため、平成19年度から救
急車の利用実態調査を実施している。その手法を踏
襲して、平成21年2月9日から１ヵ月間の救急出動
の適正を調査した（資料１）。
　調査方法は、1） 症状が急激に悪化する可能性、
2） 症状・傷病程度も区分、3） 傷病者の生活環境（独
居老人、身体障害者など）を基準に救急出動の適正
を判断するもので、結果として 22¾7％（826/3¼634
件）の不適正利用を認めた。これは前年度の実績を
0¾6％下回るものであった。不適正利用実数に関する
年齢別の検討では、70歳以上の高齢者に多かった
が、同年代の不適正利用割合は１０％程度であり、20
歳代や0～ 12歳の30％に比較して低いことが判明し
た。このアンケート調査直後に、後述する「救急車・
救急医療の適正利用啓発キャンペーン」が実施され
た経緯から、次年度のアンケート結果での推移が期
待された。
　（２）救急医療体制の維持に向けた取り組みの企画

と実践
　　　～平成20年度「救急車・救急医療の適正利

用啓発キャンペーン」から～
　救急のコンビニ化（軽症患者の救急搬送）や、救
急医療体制に対する理解と誤解（時間外医療と救急
医療の相違に関する誤解）を問題点として取り上げ、
救急車適正利用の推進を主体とした“救急医療資源
の適正利用を推進する啓発キャンペーン”が前年度
に企画・実践された。平成21年3月9日からの１週
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間を「救急医療資源の正しい利用を進める週間」と
して、広島市医療圏域に関わる公共交通機関（J  R，
電車、バス、タクシー）の協力を得て、ポスター（図
１）を車内に掲載するとともに、医療機関の玄関・
待合室などにも掲示して一般市民の啓発活動が実施
されたことが総括された（資料２）。一方、その効果
の検証は前述の広島市消防局によるアンケート調査
結果を踏まえて行うことが提案され了承を得た。救
急医療資源の利用実態については救急出動の月別件
数（資料３）から、その季節変動性を踏まえた実効
性のある啓発活動の継続が不可欠であるとの見識で
一致した。

Ⅳ．　平成２２年度事業の検討　 
　　　～ 「地域医療と健康を支える　 
　　　 環境づくり事業」の活用～

　社団法人広島県医師会へ委託された広島県緊急雇
用対策基金事業を活用した「地域医療と健康を支え
る環境づくり事業」の平成21年度実績を参考にし

て、本委員会との連携のあり方が検討された。
　①救急医療に加えて、②小児救急医療、③中山間
地域医療に関する実効性ある啓発活動や広報を本委
員会から提言・企画・実践することが検討された。
①については前述のとおりである。一方、②につい
ては電話相談の普及を含めたコミュニティーとして
の対応が望まれる。また、③については、大学、自
治体、医師会の３者による包括的な検討課題として
対応すべき事業であるが、本委員会からは受療者の
側に提供するべき啓発事業として、公開講座を提案
することとした。

Ⅴ．　ま　　と　　め

　医療を支える環境づくり特別委員会について、委
員構成、委員会開催概要を報告した。次年度に従来
の活動の成果を評価を進めながら、新たな具体策と
して実効性のある啓発活動を実践して成果をあげて
いきたい。
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資料１：平成20年度「救急車利用実態調査結果報告」（広島市消防局）防局管内救急出動件数（月別）
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資料２：平成20年度広島県地域保健対策協議会調査研究報告書
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資料３：広島市消防局管内救急出動件数（月別）

広島県地域保健対策協議会 医療を支える環境づくり特別委員会
委員長　田妻　　進　広島大学病院総合内科・総合診療科
委　員　池田　政憲　国立病院機構福山医療センター
　　　　市本　一正　広島市健康福祉局保健部保健医療課
　　　　岩﨑　泰昌　広島大学病院高度救命救急センター
　　　　佐原　正伸　尾道市健康推進課
　　　　高杉　敬久　広島県医師会　
　　　　竹内　啓祐　県立広島病院
　　　　武澤　　巌　安芸太田病院
　　　　津山　順子　広島県健康福祉局保健医療部医療政策課
　　　　土手　慶五　広島市立安佐市民病院
　　　　内藤　博司　広島市立広島市民病院
　　　　西田　英司　庄原市保健医療課
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　兵藤　純夫　広島市立舟入病院
　　　　平谷　優子　子育てにやさしい広島推進協議会
　　　　堀江　正憲　広島県医師会
　　　　山下　　聰　広島市消防局警防部
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